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医学生・研修医等へ情報提供のための大学・病院女性医師支援体制アンケート
平成27年10月28日

広島県医師会女性医師部会

広島県医師会女性医師部会では、平成22年から女子医学生・女性医師を支援する目的で、広
島大学の各講座・診療科における女性医師の実情とフォロー体制をアンケート調査し、平成26年
からは広島県内の公的病院・２００床以上の私立病院にもアンケートを拡大し、広島大学への入
局を検討されている(女子)医学生・(女性)研修医のみなさんに情報提供してきました。今年の回
答の概略をここにまとめますが、質問票および個々の回答は広島県医師会ホームページの女性
医師のコーナー（http://www.hiroshima.med.or.jp/ishi/joseiishi/enq_2015.html）に掲載しており
ますのでご参照ください（平成22～24年のアンケート結果はサポートの会で報告した集計スライド
のみ掲載しております）。アンケート回答および女性医師支援へのご協力に感謝申し上げます。

広島大学講座・部局回答率： 38/63 = 60.3% (10月28日現在）

１、広島大学医学系講座・部局における男女別職種割合

教員

大学用アンケート
問3-1:勤務時間軽減
時間短縮・フレックスタイムなど
問3-2: 仕事量の軽減
問3-3: チーム制（複数主治医性）
問3-4:当直免除
問3-5: 子供の病気・学校行事のための有給
休暇取得
問3-6: 挙児希望
問3-7: 育休取得
問4-1: 関連病院産休・育休取得者への応援
医師派遣
問4-2: 復職支援
問4-3: 勤務地への配慮
問4-4: 男性医師の子育て支援（青：配慮無、
橙：少しは配慮、灰：女性と同等に配慮）

２、広島大学医学系講座・部局におけるワークライフバランス支援体制
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問3-1 問3-2 問3-3 問3-4 問3-5 問3-6 問3-7 問4-1 問4-2 問4-3 問4-4

原則なし ある程度配慮 常に配慮 積極的に配慮

男性医師(MD)・男性研究者（PhD)・女性研
究者の職種割合は同等だが、女性医師の
み、教員割合が少ない → 女性医師の
キャリア形成が困難であり、キャリア支援
にはポジティブアクションが必要であるこ
とが示唆される。

３、広島県の医療機関における男女別勤務形態割合

女性のワークライフバランス支援に
は理解が進んでいるが、男性医師へ
の配慮はまだ乏しい。

４、広島県の医療機関における女性医師用もしくは利用可能な院内環境
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問2-1 問2-2 問2-3 問2-4 問2-5 問2-6 問2-7 問2-11

原則なし ある程度配慮 常に配慮 積極的に配慮

病院用アンケート
問2-1:勤務時間軽減
時間短縮・フレックスタイムなど
問2-2: 仕事量の軽減
問2-3: チーム制（複数主治医性）
問2-4:当直免除
問2-5: 子供の病気・学校行事のための有給
休暇取得
問2-6: 挙児希望
問2-7: 育休取得
問2-11:男性医師の子育て支援（青：配慮無、
橙：少しは配慮、灰：女性と同等に配慮）

大学ほどではないものの女性のワー
クライフバランス支援には理解が進
んでいるが、男性医師への配慮はま
だ乏しい。
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広島県内病院回答率： 27/65 = 41.5% (10月28日現在）

病院勤務であっても女性医師は短時間非常
勤勤務が多く、専門医取得への影響も懸念
される。

院内保育は進んできた
が、病児保育や時間外保
育、学童保育はまだ少な
い。復職支援体制も乏し
く、育休期間が長いと復
職へのハードルが高まる
ことが予想される。

５、広島県の医療機関におけるワークライフバランス支援体制


